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家庭教育力アップ共通実践事項の前期評価結果について 

校 長  谷口源太郎 

先週金曜日から令和５年度 2学期がスタートしました。校内テレビ放送を使って表彰式や始業式を予

定通り行うことができました。 

今回は、先日取った学校評価のうち、「家庭教育力アップ共通実践事項」の取組状況について集計が

終わりましたので、その結果をお知らせいたします。ご存じの通り、共通実践事項は５つの取組を全家

庭で行うことにしています。その目的は、子どもの健全に育成するためです。 

① 「あいさつ運動」、②「ノーメディアタイム」、③「一家庭一家訓」、④「早寝早起き朝ごは

ん」、⑤「読書活動（うち読）」です。 

これまで５回のアンケート調査を実施しました。1回目は R3.８月。この取組を始めたばかりの実態

です。2回目のアンケートを R4.2月、3回目が R4.8月、4回目が R5.2月。半年ごとにGoogle フ

ォームでアンケートを取ってきました。今回 5回目のアンケートになります。そのことを踏まえた上で

今回の結果を見ていきましょう。たて棒グラフの右の数値に着目しながら見ていきたいと思います。 

  

        家庭教育力アップ共通実践事項の評価項目           R3.8→ R4.2→ R4.8→R5.2→R５.8  比較 

８  家庭学習の習慣化に努めましたか？（ノーメディアタイム）57.3→ 58.8→ 57.５→52.7→62.4 ＋9.7 

９  朝読み、夕読みを行いましたか？（読書活動、うち読）  47.2→ 55.9→ 49.2→56.6→58.0 ＋1.4 

11 気持ちの良いあいさつや明るい返事（あいさつ運動）   75.6→ 79.2→ 77.5→77.8→79.8 ＋2.0 

12 家庭でのお手伝いをしていますか？（一家庭一家訓）   75.0→ 70.7→ 74.4→72.4→74.2 ＋1.8 

13 歩いて 8 時までに登校していますか？          89.8→ 87.0→ 87.6→86.3→92.9 ＋6.6 

14 早寝早起き朝ごはんができていますか？         84.5→ 85.3→ 84.7→78.5→86.5 ＋8.0 

15 平日の家庭学習時間の達成状況（家庭学習目安時間）     33.3→ 37.3→ 38.5→42.3→37.8 ▲4.5 

前回 R５.２月の結果と半年後の結果を比較してみましょう。するとほとんどの項目が上がってきてい

ることが分かりました。とても素晴らしいことだと思います。家庭の教育力が向上・アップしているこ

とを物語っています。この結果から私たちが考えなければならないことも見えてくると思います。 

その中で家庭学習の目安時間だけが減少しています。各学年で設定された家庭学習の目安時間を確保

している家庭は全体の 4割にも満たないのは残念なことです。その一方で 6年生対象の全国学力・学習

状況調査や 5年生対象の鹿児島学習定着度調査、2・4・6年生対象の標準学力検査（NRT）は県・全

国平均を上回っています。それはなぜでしょうか？子どもたちの学力は、学校と家庭の取組の質と量に

相関があると言われています。家庭学習の習慣がしっかりと身に付き、学習時間が確保されると、子ど

もたちの学力は更に伸びていくと思います。よりよい家庭環境の下で、我が子が健全に育つようにする

ために、皆が意識して取り組むことが肝要です。次のページにはアンケート結果を掲載しました。 



     

   

   

 


